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署
名
活
動
や
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
組
む
な
ど
、
議
会
内
外
で
粘

り
強
く
求
め
続
け
て
き
ま
し
た
。

10
月
か
ら
の
給
食
費
無
料
化
実

現
に
地
域
の
子
育
て
世
代
や
こ
ど

も
た
ち
か
ら
は
「
本
当
に
助
か
る
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

喜
び
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は
こ

の
間
、
保
育
料
無
償
化
を
第
2
子

に
も
拡
大
す
る
よ
う
求
め
て
き
ま

し
た
。

今
年
1
月
、
東
京
都
が
、
第
2

子
の
保
育
料
を
無
償
と
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い

江
東
区
は
、
今
年
10
月
か
ら
認
可

保
育
園
で
の
第
2
子
の
保
育
料
を

無
償
に
す
る
と
と
も
に
、
認
可
外

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団
は

学
校
給
食
費
無
料
化
に
つ
い
て

2
0
1
7
年
か
ら
議
会
で
17
回
の

質
問
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

青
年
団
体
や
地
域
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
給
食
費
無
料
化
を
求
め
る

6
月
2
日
の
国
会
で
、
健
康
保

険
証
を
来
年
2
0
2
4
年
秋
に
廃

止
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
り
替

え
を
事
実
上
強
要
す
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
の
改
定
が
成
立
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト

ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
他

保
育
施
設
を
利
用
す
る
保
護
者
の

負
担
軽
減
対
策
に
つ
い
て
も
拡
充

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
、
人
口
が
増
加
し

て
い
る
臨
海
部
地
域
に
図
書
館
の

設
置
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

今
議
会
で
は
、
有
明
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
地
等

を
活
用
し
て
、「
有
明
こ
ど
も
図

書
館
」
を
設
置
す
る
条
例
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
図
書
館
は
、
学
習
ブ
ー
ス
、

新
聞
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る

な
ど
一
般
の
方
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
改
修
工
事
を
行
い
、
令

和
6
年
3
月
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
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江
東
区
は
こ
の
間
、
国
の
悪
政

に
追
随
し
、
保
険
料
や
保
育
料
の

値
上
げ
、
児
童
館
等
の
廃
止
を
強

行
、
保
育
園
な
ど
を
民
間
に
委
託

し
職
員
削
減
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
国
保
料
等
は
強
引

岸
田
政
権
の
異
次
元
の
少
子
化

対
策
に
は
負
担
の
重
い
教
育
費
を

軽
減
す
る
視
点
が
欠
け
て
い
ま

す
。西

部
議
員
は
、
義
務
教
育
の
完

全
無
償
化
や
大
学
な
ど
の
学
費
軽

減
、
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金

の
拡
充
が
必
要
と
訴
え
、
本
区
で

の
教
育
費
の
負
担
軽
減
を
求
め
ま

し
た
。

区
は「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
、

給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
な
ど

き
下
げ
等
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
民
間
委
託
の
見
直
し

は
行
わ
な
い
」「
保
育
料
等
は
適

切
に
検
討
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。元

自
民
党
区
議
の
あ
っ
せ
ん
収

賄
事
件
の
公
判
の
中
で
、
業
者
側

か
ら
「
2
0
1
6
年
か
ら
情
報
を

元
区
議
か
ら
得
て
談
合
し
て
い

た
」
と
の
新
証
言
が
出
る
等
、
新

た
な
疑
惑
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か

な
取
り
立
て
を
行
い
、
奨
学
金

は
返
済
訴
訟
を
起
こ
し
回
収
し

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
基
金
は

1
7
1
2
億
円
も
た
め
込
ん
で
い

ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、
区
の
役
割
は

「
福
祉
の
増
進
」
で
あ
り
、
国
の

悪
政
と
対
決
を
し
て
区
民
負
担
の

軽
減
、
福
祉
の
充
実
に
力
を
尽
く

す
べ
き
と
質
問
。
さ
ら
に
、
定
員

適
正
計
画
を
見
直
し
て
職
員
の
増

員
、
非
正
規
職
員
の
処
遇
改
善
、

民
間
委
託
の
中
止
、
児
童
館
の
廃

止
計
画
の
撤
回
、
保
育
料
等
の
引

  

区
民
負
担
の
軽
減
と
福
祉
の
充
実
を

  

子
育
て
支
援
・
教
育
費
の
負
担
軽
減
を

第2回
定例会

ら
、
再
調
査
を
実
施
し
区
民
に
公

開
す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
再
調
査
の
考
え
は
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

こ
の
間
の
社
会
保
障
の
負
担
増

で
「
く
ら
し
は
限
界
、
助
け
て
ほ

し
い
」
と
多
数
の
悲
鳴
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
国
は
、
さ
ら

な
る
社
会
保
障
の
改
悪
と
負
担
増

を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、「
い
ま
必
要

な
の
は
医
療
や
介
護
の
充
実
と
負

担
の
軽
減
だ
」
と
区
長
に
迫
り
、

医
療
問
題
で
は
、
今
年
度
見
直
し

が
行
わ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
国
保
料
の
値
下
げ
を
要
求

す
る
と
と
も
に
、
健
康
保
険
証
の

廃
止
は
中
止
す
る
よ
う
国
に
求
め

る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

介
護
問
題
で
は
、
国
が
検
討
し

て
い
る
制
度
改
悪
の
撤
回
を
国
に

求
め
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
料

の
引
き
下
げ
や
、
1
4
0
0
名
以

上
が
入
所
待
ち
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
増
設
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

区
は
「
保
険
料
の
抑
制
に
努
め

る
」「
長
期
計
画
に
基
づ
き
特
養

ホ
ー
ム
を
整
備
す
る
」
と
答
弁
。

区
内
業
者
は
今
、
原
材
料
の
値

上
げ
等
で
「
経
営
が
苦
し
い
」
と

悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
す
。

赤
羽
目
議
員
は
、「
中
小
業
者

を
支
援
す
る
こ
と
は
、
区
の
大
事

な
役
割
で
あ
る
」
と
述
べ
、
公

衆
浴
場
に
限
り
燃
料
代
に
補
助
を

行
っ
て
い
る
事
業
を
拡
充
す
る
こ

と
や
、
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
中
止
と
5
％
へ
の
減
税
を
国

に
求
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
設
備

購
入
費
等
へ
の
支
援
や
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
支
援
事
業
を
拡
充

し
改
修
時
に
も
助
成
す
る
こ
と
、

「
U
2
9
こ
う
と
う
ジ
ョ
ブ
マ
ッ

チ
ン
グ
」
の
対
象
年
齢
の
拡
大
等

を
要
求
し
ま
し
た
。

区
は
「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
撤
回
を

求
め
る
考
え
は
な
い
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

赤羽目たみお議員西部ただし議員

高
す
ぎ
る
医
療
・
介
護
の

保
険
料
負
担
の
軽
減
を

10
月
か
ら
学
校
給
食
が

無
料
に

第
二
子
の
保
育
料

無
料
化
が
実
現

有
明
地
域
に

「
こ
ど
も
図
書
館
」を
整
備

燃
料
代
補
助
の
拡
充
な
ど
、

中
小
業
者
支
援
の
充
実
を

国
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

ま
た
、
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど

の
問
題
で
は
、
子
ど
も
の
命
と
権

利
を
守
る
た
め
「
こ
ど
も
権
利
条

例
」
の
制
定
を
要
求
。
区
は
「
条

例
制
定
の
調
査
・
検
討
を
開
始
し

た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

性
差
別
が
な
く
だ
れ
も
が
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

西
部
議
員
は
、
多
様
な
社
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
区
長
の
認
識

を
問
い
、
併
せ
て
、
国
に
対
し

て
同
性
婚
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
、

L
G
B
T
Q
等
差
別
禁
止
法
の
法

整
備
を
働
き
か
け
る
こ
と
、
本
区

で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
、
男
女
共
同
参
画
条
例
改
正
、

区
諮
問
機
関
の
女
性
比
率
向
上
を

求
め
ま
し
た
。

区
長
は
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
を
導
入
す
る
」「
差
別
禁
止

法
は
国
の
動
向
を
注
視
す
る
」「
現

行
の
男
女
共
同
参
画
条
例
に
つ
い

て
は
、
条
例
改
正
も
含
め
て
判
断

す
る
」「
管
理
職
・
審
議
会
等
の

女
性
比
率
向
上
に
努
め
る
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
に

向
け
た
取
組
み
強
化
を

区
内
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
砂

や
土
で
滑
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ス

ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
専
用
の
ハ
ー
ド

コ
ー
ト
等
に
改
修
を
要
求
し
ま
し

た
。区

は
「
慎
重
に
検
討
す
る
。
都

立
公
園
に
つ
い
て
は
東
京
都
に
伝

え
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

西
部
議
員
は
、
指
導
員
の
活
用

の
具
体
化
や
視
覚
障
が
い
者
に
対

し
ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
で
手
話
通
訳

士
を
派
遣
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。
区
は
「
指
導
員
の
さ
ら
な
る

活
用
の
具
体
化
を
検
討
す
る
」「
手

話
通
訳
士
は
、
ま
ず
は
生
活
優
先

の
対
応
を
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
策
の

拡
充
を

区民のバドミントンサークル

人
の
医
療
情
報
が
ひ
も
付
け
ら
れ

る
な
ど
の
誤
登
録
が
7
4
0
0
件

以
上
も
発
覚
し
、
命
に
か
か
わ
る

制
度
的
欠
陥
が
大
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

江
東
区
の
医
療
機
関
で
も
マ
イ

ナ
保
険
証
が
受
付
の
機
器
で
読

み
取
れ
ず
無
保
険
扱
い
に
な
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
が
連
日

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。
同
医
療
機
関
の

医
師
は
「
現
行
の
保
険
証
は
残
す

べ
き
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

世
論
調
査
で
は
、
7
割
の
国
民

が
保
険
証
廃
止
の
中
止
・
撤
回
を

求
め
て
い
ま
す
。
新
聞
各
紙
で
も

「
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
れ
」
の
社

説
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

保
険
証
の
廃
止
は
中
止
・
撤
回
す

べ
き
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
個
人
の

金
融
口
座
と
資
産
、
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
受
け
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

ひ
も
付
け
て
、
国
が
管
理
す
る
こ

と
で
、
国
民
へ
の
徴
税
強
化
と
社

会
保
障
の
給
付
削
減
を
押
し
つ
け

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
個

人
情
報
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
利
用
す
る

た
め
に
財
界
が
強
く
要
求
し
て
き

た
も
の
で
、
自
民
党
は
、
関
連
企

業
か
ら
5
億
8
0
0
0
万
円
の
巨

額
献
金
を
受
け
て
い
ま
す
。

国
民
の
声
を
聞
か
ず
、
財
界
の

声
ば
か
り
聞
く
岸
田
政
権
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
暴
走
は
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

 9／12 請願陳情締切日

21 本会議

22 本会議

27 令和5年度予算委員会

28 令和4年度決算委員会

29        〃

30        〃

10／ 2        〃

 3        〃

 5 令和４年度決算委員会

 6 企画総務委員会

10 区民環境委員会

11 厚生委員会

12 建設委員会

13 文教委員会

16 議会運営委員会

17 清掃港湾・臨海部対策
  特別委員会

18 交通対策・地下鉄8号線
  延伸特別委員会

19 防災・まちづくり対策
  特別委員会

20 医療・介護・高齢者支援
  特別委員会

25 本会議

議会日程（予定）

「こども図書館」ができる、有明スポーツセンター

区内医療機関の受付窓口

どんなことでもお気軽にご相談ください

生
活・法
律
相
談
案
内

あ
い
う
え
を
順

赤あ
か

羽ば

目め

た
み
お

区
議
会
議
員

第
2
・
4
水
曜
・
午
後
6
時
半

江
東
区
石
島
9
‒
5

☎
5
6
6
5
‒
1
1
5
6

大
つ
き
か
お
り

区
議
会
議
員

第
4
木
曜
・
午
後
6
時
半

江
東
区
枝
川
1
‒
6
‒
1
3

☎
3
6
4
5
‒
2
7
6
4

正し
ょ
う

保ぼ

み
き
お

区
議
会
議
員

第
3
木
曜
・
午
後
6
時

江
東
区
北
砂
4
‒
2
4
‒
1

☎
3
6
4
0
‒
4
3
7
6

す
が
や
俊
一

区
議
会
議
員

第
4
火
曜
・
午
後
6
時

江
東
区
大
島
8
‒
2
‒
1
0

☎
3
6
8
3
‒
0
7
4
5

西に
し

部べ

た
だ
し

区
議
会
議
員

第
3
金
曜
・
午
後
7
時

江
東
区
東
砂
7
‒
1
0
‒
2
4

☎
5
6
8
3
‒
8
1
8
5

子育て支援が大きく前進

健
康
保
険
証
の
廃
止
は
撤
回
を

　区議選後初論戦となる区議会が、6月7日〜 29日に開かれ、日本
共産党区議団を代表して赤羽目たみお議員と西部ただし議員が本会
議質問を行いました。

ク
リ
ー
ン
で
開
か
れ
た

区
政
に

みなさんと力を合わせ実現

国
民
の
7
割
が
反
対
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べ
き
と
質
問
。
区
は
「
検
討
し
た

い
」
と
答
弁
。
ま
た
、
年
間
90
日

以
上
休
ん
で
い
る
生
徒
の
ブ
リ
ッ

ジ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
東
大
島
、

東
陽
町
、
南
砂
に
加
え
、
南
部
・

臨
海
部
地
域
に
も
設
置
す
る
よ
う

要
求
。「
今
後
検
討
し
て
い
く
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
い
じ
め
の
認
知
件
数

が
増
え
て
お
り
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
増
員
し
た
と

は
い
え
、
週
1
回
3
時
間
の
配
置

で
は
、
日
々
変
わ
る
児
童
・
生
徒

の
状
況
に
対
応
が
難
し
い
と
指
摘

し
、
更
な
る

増
員
と
常
勤

化
を
求
め
ま

し
た
。
区

は
「
考
え
て

い
き
た
い
」

と
答
え
ま
し

た
。

江
東
区
は
、
多
様
性
を
認

め
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、

L
G
B
T
Q
等
当
事
者
の
人
権
推

進
の
観
点
か
ら
、
江
東
区
版
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
を
検
討

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

5
月
12
日
、
日
本
共
産
党
区
議

団
は
、
木
村
区
長
に
対
し
「
暮
ら

し
・
福
祉
・
教
育
な
ど
区
民
要
望

実
現
の
た
め
の
申
し
入
れ
」
を
行

い
ま
し
た
。

区
は
、
静
岡
県
裾
野
市
で
発
生

し
た
保
育
園
児
へ
の
暴
行
事
件
を

受
け
、
区
内
保
育
施
設
（
認
可
・

認
可
外
等
2
7
3
施
設
）
に
勤
務

す
る
職
員
（
6
0
9
8
人
）
に
対

し
「
保
育
活
動
中
の
児
童
虐
待
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
。

（
4
5
5
6
人
が
回
答
）

そ
の
結
果
、「
1
年
以
内
に
虐

待
又
は
虐
待
疑
い
の
行
為
を
目
撃

し
た
又
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
」（
グ
ラ
フ
1
）
の
設
問
に
、

87
・
6
％
が
「
あ
る
」
と
回
答
。

　5月1日、第94回メーデーが
代々木公園で行われ、総勢1万5
千人が参加しました。
　区議団も参加・激励を行いま
した。

メーデーに参加
物価上昇を上回る
賃上げ実現を！

今
定
例
会
で
は
、
学
校
給
食

費
の
無
料
化
や
認
可
保
育
料
の

第
2
子
無
料
化
、
物
価
高
騰
重

点
支
援
給
付
金
（
3
万
円
支

給
）
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
総
額

34
億
6
2
0
0
万
円
の
補
正
予
算

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
に

つ
い
て
区
は
、
給
付
対
象
を
住
民

区
は
、
不
登
校
状
態
の
生
徒
が

登
校
で
き
る
よ
う
に
と
、
都
事
業

を
活
用
し
、
空
き
教
室
等
に
居
場

所
を
つ
く
り
支
援
員
を
配
置
。

正
保
議
員
は
、
都
に
申
請
し
て

通
ら
な
か
っ
た
学
校
や
希
望
校
に

対
し
、
区
費
で
支
援
員
配
置
を
す

江
東
区
男
女
共
同
参
画
審
議
会

に
諮
問
し
、
11
月
下
旬
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
上

で
、
来
年
4
月
か
ら
制
度
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。
審
議
会
で
は
、

L
G
B
T
Q
等
当
事
者
の
方
に
も

参
画
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

江
東
区
で
は
、
自
民
党
区
議
が

本
会
議
質
問
で
、
L
G
B
T
Q
へ

の
差
別
発
言
を
行
い
、
批
判
の
声

が
広
が
り
ま
し
た
。

共
産
党
は
発
言
の
撤
回
と
謝
罪

を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
と
し

て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
作

り
、
L
G
B
T
Q
の
人
権
を
守
り
、

生
き
づ
ら
さ
を
解
消
す
る
よ
う
求

め
て
き
ま
し
た
。

大つきかおり
議員

すがや俊一
議員

㆐
委
員
会
審
議
よ
り
㆐

誰
も
が
安
心
の
区
政
へ

江
東
区
で
も
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
導
入
へ
！

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
増
員
・

常
勤
化
を

正保みきお
議員

木
村
区
長
に
対
し「
暮
ら
し
・
福
祉
・
教
育
」な
ど

緊
急
要
望
の
実
現
を
申
し
入
れ

  

区
内
保
育
施
設
で
児
童
虐
待「
あ
る
」9
割
近
く
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

物
価
高
騰
対
策
の

さ
ら
な
る
拡
充
を

「電気料金の値上げ中止」を求める意見書案
自民・公明・維新が反対

　共産党区議団は、親が育てら
れない子どもを匿名でも預かる
「こうのとりゆりかご」について、
7月11日に熊本市からお話を伺
いました。

「こうのとりのゆりかご」
を視察

　地域経済の活性化のため、宮
崎市が運行しているグリーンス
ローモビリティ（時速20キロほ
どで走る電気車両）に乗車しま
した。

交通課題の解決に
「グリーンスローモビリティ」 １年以内に保育活動中虐待又は

虐待の疑いのある行為を目撃又は行ったか？

ある
87.6

ある
28.5

ない
64.7

■ある
■ない
■無回答

■ある
■ない
■無回答

ない4.5 7.9

6.8

虐待又は虐待の疑いのある行為は
現在もあるか？

グラフ1

グラフ2

5月12日に要望書を手渡す区議団

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
深
刻
な
物

価
の
高
騰
等
で
区
民
は
悲
鳴
を
上

げ
て
お
り
、
江
東
区
に
は
暮
ら
し

と
営
業
を
守
る
自
治
体
本
来
の
役

割
発
揮
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
し
入
れ
で
は
、
基
金
を
積
極

的
に
活
用
し
、
学
校
給
食
の
早
期

無
料
化
、
医
療
・
介
護
の
保
険
料

負
担
の
軽
減
、
低
所
得
世
帯
等
に

ク
ー
ラ
ー
設
置
費
用
の
助
成
、
中

小
企
業
に
物
価
高
騰
支
援
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、
汚

職
・
腐
敗
の
根
絶
な
ど
17
項
目
の

実
施
を
求
め
ま
し
た
。

木
村
区
長
は
「
特
に
汚
職
・
腐

敗
の
根
絶
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

税
非
課
税
世
帯
（
6
万
4
千
世
帯
）

と
家
計
急
変
世
帯
（
1
千
世
帯
）

と
す
る
も
の
。

す
が
や
区
議
は
、
板
橋
区
な
ど

11
区
で
住
民
税
の
均
等
割
課
税
世

帯
に
支
給
す
る
こ
と
を
示
し
、
本

区
で
は
約
6
千
世
帯
が
対
象
と
な

り
、
2
億
円
の
追
加
で
実
施
出
来

る
と
主
張
。
支
給
対
象
の
拡
大
を

求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
大
島
Ｕ
Ｒ
団
地
内
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
生
活
困
難
事

例
を
示
し
、
区
の
更
な
る
支
援
策

を
求
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
改
選
後
、
新
た
に
選
出

さ
れ
た
山
本
香
代
子
議
長
に
対
し
、
議
会
運
営
等
に

関
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

申
し
入
れ
で
は
、「
本
会
議
に
お
け
る
討
論
の
実

施
」、「
政
治
倫
理
条
例
の
早
期
制
定
」、「
常
任
委
員

会
、特
別
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
の
実
施
」、

「
少
数
会
派
や
一
人
会
派
の
意
見
も
尊
重
し
た
、
民
主

的
な
議
会
運
営
を
行
う
こ
と
な

ど
」
を
求
め
ま
し
た
。

前
議
会
で
は
、
共
産
党
区
議

団
が
提
案
し
た
費
用
弁
償
の
廃

止
や
幹
事
長
会
な
ど
に
お
け
る

弁
当
支
給
の
廃
止
な
ど
が
実
現

し
て
い
ま
す
。

保
育
園
仮
園
舎
計
画
が
見
直
し

住
民
の
声
が
大
き
な
力
に

大島4丁目
公 園

区
は
、
大
島
第
3
保
育
園

（
U
R
6
丁
目
団
地
）
の
大

規
模
改
修
工
事
に
伴
う
大
島

4
丁
目
公
園
へ
の
仮
園
舎
設

置
計
画
に
つ
い
て
、「
公
園

を
利
用
し
た
設
置
は
困
難
」

（
厚
生
委
員
会
）
と
し
て
4

丁
目
公
園
へ
の
設
置
を
中
止

し
、
計
画
の
再
検
討
を
表
明

し
ま
し
た
。

昨
年
来
、
こ
の
設
置
計
画

を
め
ぐ
り
、
同
公
園
を
園

庭
代
わ
り
に
利
用
し
て
い
る

近
隣
の
保
育
関
係
者
を
は
じ

め
、
近
隣
住
民
か
ら
も
「
設

置
し
な
い
で
欲
し
い
」
な
ど

の
声
が
上
が
り
、
厚
生
委
員

会
に
は
、
地
元
住
民
か
ら

1
2
0
0
人
を
超
す
陳
情
署

名
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、「
3
年
後

に
廃
園
に
な
る
大
島
幼
稚
園
（
5

丁
目
）
の
活
用
」
な
ど
を
提
案
し
、

設
置
計
画
の
見
直
し
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

他
会
派
か
ら
も
「
陳
情
者
の
数

は
尋
常
で
は
な
い
」
な
ど
、
区
の

姿
勢
を
批
判
す
る
声
も
出
て
い
ま

し
た
。

大島4丁目公園

　共産党区議団は、幅広い区内
団体と懇談を重ね、寄せられた
区政に対するご意見を予算要望
書にまとめ、区に提出します。

区内団体と予算懇談会を
実施

児
童
虐
待
・
不
適
切

保
育
の
防
止
は
急
務

大
元
に
、安
上
が
り・も
う
け

最
優
先
の
国
の
政
治

そ
の
う
ち
28・5
％
が
現
在
も
「
行

わ
れ
て
い
る
」
と
回
答
。（
グ
ラ

フ
2
）

ま
た
、「
虐
待
の
要
因
」
に
つ

い
て
、「
職
員
の
ス
キ
ル
不
足
」「
職

員
の
配
置
不
足
」
が
上
位
を
占
め
、

内
部
通
報
制
度
に
つ
い
て
は
「
な

い
」「
わ
か
ら
な
い
」
が
合
わ
せ

て
47
・
5
％
に
上
り
ま
し
た
。

区
は
、
児
童
虐
待
及
び
不
適
切

保
育
を
防
止
す
る
た
め
、
①
保
育

施
設
職
員
向
け
相
談
・
通
報
窓
口

の
設
置
②
巡
回
訪
問
の
強
化
③
研

修
の
実
施
に
取
り
組
む
と
し
て
い

ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
抜
き
打
ち
検

査
や
職
員
配
置
基
準
の
引
上
げ
等

を
強
く
求
め
て
き
ま
し
た
。

児
童
虐
待
・
不
適
切
保
育
の
大

元
に
は
、
安
上
が
り
の
民
間
委
託

を
す
す
め
、
株
式
会
社
が
補
助
金

を
も
う
け
に
回
す
こ
と
を
許
し
て

き
た
国
の
政
治
が
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
心
を
痛
め
、

身
を
す
り
減
ら
し
て
い
る
保
育
士

さ
ん
た
ち
の
た
め
に
も
早
期
解
決

に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

共
産
党
区
議
団
は
今
議
会
に
「
電
気
料
金
の

値
上
げ
中
止
」「
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
批
准
」

「
都
営
住
宅
・
公
社
住
宅
の
電
気
代
高
騰
対
策
」

「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
等
の
防
災
・
減
災
対

策
」
を
国
や
東
京
都
に
求
め
る
意
見
書
を
提
案

し
ま
し
た
。

「
電
気
料
金
の
値
上
げ
中
止
」
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
や
公
明
党
は
「
既
に

政
府
は
対
応
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
維
新
の
会

は
「
現
在
の
料
金
水
準
で
あ
れ
ば
、
市
場
価
格

に
連
動
し
上
昇
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
」
と

反
対
し
た
た
め
提
出
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
岸
田
首
相
が
発
表
し
た
G
7
首
脳
広

島
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
核
廃
絶
が
永
久
に
先
送
り

さ
れ
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
全
く
言
及
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
批
准
を
求
め
る
意
見
書
案
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
維
新
の
会
は
、「
抑
止
力
は
必
要
」
と
反
対

し
ま
し
た
。

●第２回定例会の主な議案に対する各会派等の態度

議案 共産　　　　　　自参無
（※）

新時代
（※）　 公明　　維新　　　　　

無所属

市民 自由会

令和5年度補正予算
（学校給食の無償化等） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

奨学金回収のため民
事訴訟を提起 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

区立川南幼稚園の廃止 × ○ ○ ○ ○ ○ ○

区税条例の改定
（森林環境税を創設し、
住民税の均等割りを
1000円引き上げる）

× ○ ○ ○ ○ × ×

区長の給与と退職金を
20％カットする条例改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

給付型奨学金の創設 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※自参無…自民党、参政党、無所属の議員が所属する会派     
※新時代…立憲民主党、国民民主党、都民ファースト、あたらしい党、無所属の議員が所属する会派

フ
ラ
ッ
シ
ュ
　
　
　
　
　
　
　フ
ラ
ッ
シ
ュ
　
　
　
　
　
　
　フ
ラ
ッ
シ
ュ
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ッ
シ
ュ

「本会議討論の実施」など
議長に議会改革を申し入れ




